
五
月
二
十
四
日
、
秋
田
市
の
ホ

テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
秋
田
で
、

秋
田
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会
総

会
が
三
十
七
名
出
席
し
開
か
れ
た
。

事
業
報
告
、
収
支
決
算
が
報
告

さ
れ
、
昨
年
度
は
現
役
チ
ー
ム
の

希
望
に
よ
り
、
通
常
の
支
援
の
ほ

か
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
寄
贈
し
た
。

ま
た
、
永
年
コ
ー
チ
、
監
督
、
Ｏ

Ｂ
会
長
と
多
岐
に
わ
た
り
活
躍
、

貢
献
し
て
戴
い
た
石
澤
良
一
氏

（
昭
和
二
十
七
年
卒
）へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
込
め
て
、
記
念
品
贈
呈

を
満
場
一
致
で
決
議
し
た
。

本
年
は
創
部
六
十
周
年
に
当
た

り
懇
親
会
へ
の
案
内
を
二
百
四
十

通
発
送
、
八
十
名
余
か
ら
返
信
が

あ
っ
た
。
住
居
不
明
者
も
あ
り
、

仲
間
の
音
信
を
も
っ
と
伝
え
て
ほ

し
い
と
の
要
望
も
あ
っ
た
。

懇
親
会
で
は
、
石
澤
氏
へ
の
記

念
品
贈
呈
の
あ
と
乾
杯
。
母
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
の
現
役
チ
ー
ム
と
の

親
善
試
合
の
話
に
花
が
咲
い
て
い

た
。（
三
十
二
年
卒
・
国
安
志
郎
）

昭
和
十
七
年
卒
の
剣
道
部
員
は

九
名
。
現
在
、
柴
田
幸
三
氏
、
武

田（
旧
姓
村
上
）政
二
郎
氏
、
園
部

俊
雄
氏
、
宮
田（
旧
姓
山
内
）敏
正

氏
、
根
岸
秀
治
の
五
名
が
健
在
で

あ
る
。

四
月
二
十
五
日
午
後
、
全
員
が

羽
城
館
に
集
ま
っ
た
。
ま
ず
は
記

念
写
真
。
次
に
剣
道
場
に
行
き
、

久
し
振
り
に
揃
っ
て
竹
刀
を
手
に

し
、
秋
中
時
代
を
語
り
合
う
。

宿
泊
地
に
移
り
、
緑
の
美
酒
を

酌
み
交
わ
す
と
、
自
ず
と
話
題
は

五
年
生
の
頃
の
思
い
出
に
。
県
大

会
決
勝

で
秋
田

商
業
に

完
勝
し

た
が
戦

争
で
全

国
大
会

は
中
止

と
な
っ

た
。
こ

の
無
念

の
思
い

は
今
も

消
え
て

い
な
い
。

も
し
全
国
大
会
在
り
し
せ
ば
、
今

ご
ろ
校
長
室
に
優
勝
旗
が
一
本
増

え
て
い
た
だ
ろ
う
、
話
は
次
第
に

熱
を
帯
び
て
く
る
。

翌
朝
は
、
全
員
が
「
今
回
の
集

い
を
最
後
に
し
て
は
な
ら
な
い
」

と
堅
く
胸
に
秘
め
な
が
ら
別
れ
を

告
げ
た
。

（
根
岸
秀
治
）

昭
和
十
五
年
卒
の
在
京
者
が
、

銀
座
四
丁
目
の
料
亭
「
が
ん
こ
」

に
年
二
回
集
ま
り
、
互
い
の
近
況

を
語
り
合
う
。

以
前
は
「
秋
中
十
五
年
卒
東
京

会
」
と
し
て
い
た
が
、
現
在
は

「
秋
中
が
ん
こ
会
」
と
改
め
、
今

回
は
昨
年
十
一
月
三
日
に
開
い
た
。

会
の
進
行
は
幹
事
の
役
目
だ
が
、

各
人
の
話
に
は
花
が
咲
き
、
秋
田

の
話
題
に
は
殊
の
ほ
か
皆
の
熱
が

入
り
、
三
時
間
は
以
外
に
早
く
過

ぎ
た
。

閉
会
前
に
毎
度
、
校
歌
と
校
友

会
歌
を
起
立
斉
唱
、
若
き
日
に
戻

る
。
こ
の
二
年
間
に
二
名
が
亡
く

な
っ
た
が
「
一
応
数
名
に
な
る
ま

で
続
け
よ
う
」
と
言
っ
て
い
る
。

（
吉
田
）
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つ
　
　
ど
　
　
い

石澤氏に記念品贈呈
サッカー部 創部60周年の総会

剣
道
部
員
5
名

66
年
目
の
集
い

昭
和
17
年
卒

若
き
日
に
戻
り

話
題
に
花
咲
く

昭
和
15
年
卒
「
秋
中
が
ん
こ
会
」

「つどい」の編集方針について（お知らせとお願い）
一
、「
つ
ど
い
」
の
記

事
は
写
真
を
中
心
に

し
て
、
説
明
文
は
な

る
べ
く
短
く
し
て
下

さ
い
。

二
、
説
明
文
や
出
席
者

名
簿
な
ど
の
取
り
扱

い
は
、
編
集
委
員
会

（
広
報
委
員
）
に
お

任
せ
下
さ
い
。

三
、
締
切
に
間
に
合
っ

た
原
稿
は
で
き
る
だ

け
全
部
掲
載
す
る
よ

う
に
努
め
ま
す
が
、

「
つ
ど
い
」
の
寄
稿

は
毎
回
数
が
多
く
、

編
集
の
都
合
上
次
号

に
回
す
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
な
お
締
切
は
、

夏
季
号
は
六
月
上
旬
、

新
年
号
は
十
一
月
下

旬
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。


